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業 務 名  地 下 鉄 3 号 線 地 質 調 査 業 務 委 託

事業・工事名   

ボ ー リ ン グ 名 № 2 2 E - 2 調査位置 福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 前 2 丁 目 地 先 北 緯 3 3 ﾟ  3 5 '  2 3 . 4 "

東 経 1 3 0 ﾟ  2 4 '  5 9 . 1 "発 注 機 関 福 岡 市 交 通 局 調査期間 平 成  2 2 年  7 月  5 日  ～  2 2 年  8 月  5 日

調 査 業 者 名
株 式 会 社 ニ チ ボ ー
電話 ( 0 9 2 - 5 9 1 - 3 4 9 1 )

主 任
技 術 者

山 口 　 弘 治
担 当
技 術 者

黒 田 　 隆 志
コ ア
鑑 定 者

黒 田 　 隆 志
ボーリング
責 任 者

権 藤 　 龍 利
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試 錐 機 東 邦 地 下 工 機 　 D 0 - D 型

エ ン ジ ン ヤ ン マ ー 　 N F D 1 2 型 ポ ン プ 東 邦 地 下 工 機 　 B G - 3 型総 掘 進 長  35.00m

ボーリング№ 0 0 2

シート№ 0 0 1
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人力による試掘区間。
表層はタイル。0.30mまではモルタルセメ
ント・砕石。
以深は粒径幅の広い礫混じり土砂。φ2～
5mm細礫を多く含み，GL-0.50m付近にはφ
30mmの片岩粗石を混入。

埋土・
礫混じ
り砂

褐

灰

石英質の中～粗砂。φ2～5mmの細礫を多
く含む。含水量はやや多くルーズな状態。
GL-2.90m付近に軟質なシルトを薄く挟み，
以深は細粒分の含有が増加。

礫混じ
り砂

淡褐
灰～
暗灰

花崗岩質で淘汰が悪い。
最上部は粘土分が若干優勢。以深は細～
中砂主体。φ2～5mmの細礫を含み，基質
は細粒分で充填。
含水量はやや多い。
GL-7.40m以深は茶褐色を帯びる。

粘

土

混

じ

り

砂

淡
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淡

灰

石英質の中～粗砂主体。φ5～10mm大の石
英・花崗岩礫をやや多く含む。
全体に淘汰が良い土層であるが，GL-11.
00～12.40m間は構成粒子がやや細粒とな
り，含水量が多い。
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茶
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花崗岩質で淘汰が悪い。
最上部にシルトを薄く挟む。以深は中～
粗砂を主体にφ5～30mm大の礫を含み，基
質は細粒分で充填。
礫は石英・花崗岩礫で，風化を受け若干
脆弱化。

礫混じ
り粘土
質砂

淡青
灰～
淡褐

塊状泥岩の強風化部。
GL-17.70m以深は細粒砂岩と互層を成し下
位層へ漸移。
風化による脆弱化著しく，指圧にて容易
に崩せる。
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E Ⅶ d ε

赤色の細粒斑点（沸石）を混じる細粒砂
岩の風化部。所々にφ5mm礫を伴う。
GL-17.70mまでは岩芯まで褐色化。
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～青
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D Ⅲ c δ

塊状の細粒砂岩。
上部は赤色の細粒斑点（沸石）を伴う。
GL-22.10～22.90m間に泥岩を挟む。
30°以下の亀裂が多く発達し，GL-20.80
～21.00m間には縦亀裂も見られる。
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E Ⅶ d ε

無層理の塊状泥岩。
所々に細粒砂岩を挟み，GL-27.85～28.3
0m間は炭質部。
10～60°の亀裂が見られ，亀裂面は滑ら
かで平滑。
スレーキング性に富み，乾燥すると亀甲
状にひび割れる。
GL-30.20～30.25m間は開口性の亀裂痕。
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棒状コアで採取される新鮮岩。
級化層理を示し，上部の細粒砂岩から下
部の粗粒砂岩に漸移。
GL-32.70m付近に45°亀裂が認められる。
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（Ｐ～ＱＮ値～深度) 図
［］: ルジオン値
（）: 換算ルジオン値
《》: 限界圧力
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